
事 務 連 絡  

平成２９年７月６日   

 

科学研究費助成事業事務担当者 殿 

 

文部科学省研究振興局学術研究助成課 

 

科学研究費助成事業（若手研究）の応募要件の変更に伴う 

府省共通研究開発システム（e-Rad）への登録作業について 

 

平成２８年１２月２０日にまとめられた審議会の報告書（※）では、若手研究者のキャリア形

成に係る多様なニーズに的確に応えるなどの観点から、「若手研究」の応募要件を従来の「年齢」

から「博士の学位取得後の年数」によるものに見直すことが適当と提言されております。 

これに基づき、平成３０年度公募（平成２９年９月予定）より、「若手研究」の応募要件を「博

士の学位取得後の年数」によるものとし、その確認は e-Rad に登録された博士の学位取得日の情

報をもとに行います。 

 ついては、別紙１のとおり「若手研究」に応募を希望する研究者の博士の学位取得日を e-Rad

に登録していただくとともに、別紙２及び別紙３について貴機関所属の研究者に周知していただ

きますようお願いします。 

 なお、本事務連絡はあらかじめ博士の学位取得日を e-Rad に登録していただくことで、研究者

が「若手研究」に円滑に応募できるよう、平成３０年度公募に先立って連絡するものですので、

その点ご留意ください。 

(※)「科研費による挑戦的な研究に対する支援強化について」（科学技術・学術審議会学術分科会研究費部会）

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/037/houkoku/1381248.htm 

 

記 

 

・研究機関の事務担当者にご対応いただく内容--------------別紙１ 

・研究者にご対応いただく内容----------------------------別紙２ 

・若手研究の応募要件等について--------------------------別紙３ 

 

【本件連絡先】  

○e-Rad への登録方法について 

   文部科学省 研究振興局学術研究助成課科学研究費第１・２係 03-5253-4111(代)(内 4087) 

○「若手研究」の応募要件見直しに関する審議会報告について 

   文部科学省 研究振興局学術研究助成課企画室企画係       03-5253-4111(代)(内 4092)  

○e-Rad への登録方法及び応募要件に関することを除く「若手研究」に関すること 

   独立行政法人日本学術振興会 研究事業部研究企画課企画調整係 03-3263-4796(直通） 



 

別紙１ 

 

研究機関の事務担当者にご対応いただく内容 

 

 

○平成３０年度科研費（平成２９年９月公募予定）の「若手研究」へ応募を希望する所属研

究者について、博士（※）の学位取得日を確認してください。あらかじめ博士の学位取得

日を e-Rad にご登録していただくことで、研究者が「若手研究」に円滑に応募できます。 

 ※詳細は別紙３をご確認ください。 

 

○e-Rad の「研究者/評価者情報修正」において博士の学位取得日を登録してください（画面

のイメージは以下のとおりです。）。平成２９年７月３日より登録可能です。なお、研究者

本人による e-Rad への登録はできません。 

 

 

【参考】 

・登録画面イメージ 

（登録箇所：e-Rad にログイン→研究者/評価者情報修正→学位取得年月日（博士のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙２ 

 

研究者にご対応いただく内容 

 

 

○「若手研究」への応募を希望する場合は、応募要件（別紙３）を確認のうえ、博士の学位

取得日を研究機関の事務担当者に連絡し、e-Rad への博士の学位取得日の登録を依頼して

ください。（研究者本人による e-Rad への入力はできません。） 

 

 

【参考】 

・科研費電子申請システムで研究計画調書を作成する際に、表示される画面（画面イメージ

は以下のとおりです。）で該当する応募要件を選択していただくことになります。 

・選択画面イメージ 

（選択箇所：ログイン→若手研究に応募→応募要件の選択→研究計画調書作成） 

 

 



 

別紙３ 

 

若手研究の応募要件等について 

（詳細は９月公開予定の平成３０年度公募要領をご確認ください。） 

 

 

【平成３０年度科研費「若手研究」の応募要件変更の趣旨と目的】 

「科研費による挑戦的な研究に対する支援強化について」（平成２８年１２月２０日 科学

技術・学術審議会学術分科会研究費部会）において、若手研究者のキャリア形成に係る多様

なニーズに的確に応えるとともに、国際通用性にも留意し、より効果的な支援を行う観点か

ら、「若手研究」の応募要件を年齢制限から博士の学位取得後の年数によるものに見直します。 

 

「科研費による挑戦的な研究に対する支援強化について」の全文については、こちらをご覧くだ

さい。 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/037/houkoku/1381248.htm 
 

【応募要件について】 
平成３０年４月１日現在で博士の学位を取得後８年未満の研究者（※）が一人で行う研究

を対象とします。なお、経過措置 として３９歳以下の博士の学位を未取得の研究者が一人で

行う研究も対象とします。 
 （※）博士の学位取得見込み者及び博士の学位を取得後に取得した産前・産後の

 休暇、育児休業の取得期間を除くと博士の学位取得後８年未満となる者を含む 

 

【博士の学位について】 

若手研究の応募要件における博士とは、学位としての博士です。そのため、論文博士や外

国における博士相当の学位取得（Ph.D.等）を含みますが、学位ではない名誉称号としての博

士（例：名誉博士）をもって応募はできません。また、専門職大学院の課程は、博士課程に

は含まれませんので、当該学位を以て応募することはできません。 

 

【応募要件の事例】 

（1） 平成３０年４月１日現在で博士の学位取得後８年未満の者（平成２２年４月２日～

応募時までに博士の学位を取得した者） 

例：平成３０年４月１日現在で４７歳、博士の学位取得から６年目である。 

 →４７歳であっても、博士の学位取得後８年未満のため、応募できます。 

例：平成３０年４月１日現在で３８歳、博士の学位取得後１０年目である。博士の学位取得

後に産前・産後の休暇、育児休業は取得したことがない。 
 →３８歳であっても、博士の学位取得後８年未満という要件を満たさないため、応

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/037/houkoku/1381248.htm


 

 募できません。   
 

（2） 応募時に博士の学位を取得しておらず、平成３０年４月１日までに博士の学位を取

得する予定の者であり、かつ、平成３０年４月１日現在で４０歳以上の者 

例：平成３０年４月１日現在で４２歳、平成３０年４月１日に博士の学位を取得する見込み

である。  

→応募は可能ですが、博士の学位を取得できなかった場合は、採択されても交

 付申請を辞退することになります。また、４２歳のため（４）の経過措置にも

 該当しません。（同条件で３９歳以下の方は（４）の経過措置をご覧ください。） 

 

（3） 博士の学位取得後に取得した育児休業等（産前・産後の休暇、育児休業）の期間を

考慮（※）すると、博士の学位取得後８年未満となる者 

（※）取得期間の和を年度単位に繰り上げて、博士取得後の年数から除く 

例：平成３０年４月１日現在で３８歳であり、博士の学位取得後１０年目である。博士の学

位取得後１０年の間に６ヶ月の育児休業を５回取得している。 

→育児休業の期間（２年６ヶ月→３年度分）を除くと博士の学位取得後８年未 

満となるため、応募できます。 

 

（4） ＜経過措置＞応募時に博士の学位を未取得であり、かつ、平成３０年４月１日現在

で３９ 歳以下の者 

例：平成３０年４月１日までに博士の学位を取得する見込みはなく、平成３０年４月１日現

在で３６歳である。   

 →経過措置として、応募できます。 

 

例：平成３０年４月１日までに博士の学位を取得する見込みであり、平成３０年４月１日現

在で３６歳である。 

 →応募できます。経過措置として、博士の学位を取得できなかった場合でも、

 採択後に交付申請を辞退する必要はありません。 

 

 

 



 

【注意事項】   

・e-Rad への博士の学位取得日は e-Rad 事務代表者・事務分担者のみ入力が可能です。研究

者本人による入力はできません。 

 

・科学研究費助成事業では若手研究に応募される方のみ、博士の学位取得日登録が必須で

す。（他の制度から博士の学位取得日の登録について別途指示があった場合は、そちらに

従ってください。） 

 

・博士の学位を複数取得している場合は、最初に取得した博士の学位取得日を e-Rad に入

力してください。  

 

・平成３０年４月１日現在で４０歳以上の博士の学位取得見込者が、平成３０年４月１日

までに博士の学位の取得に至らなかった場合は、採択されても交付申請時に辞退するこ

とになります。  

  

  
 

 
 
 

 


